
令和６年度 主な取組状況 資料１－２

Ⅰ 圏域全体の経済成長のけん引 Ⅲ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

○圏域内周遊に向けた観光資源発信
【連携市町】 津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、

和気町、久米南町、美咲町、吉備中央町

●瀬戸内市と共同で、県外からの観光誘客を図るツアー造成

事業を実施

●吉備の国体験プログラムの実施

●吉備路エリア振興事業の実施

●吉備ロマン無料循環バスを運行し、延べ11,224人が利用

Ⅱ 高次の都市機能の集積・強化

○スタートアップ企業支援
【連携市町】 玉野市、総社市、備前市、真庭市、吉備中央町

●スタートアップ支援拠点「ももスタ」を運営
●拠点で開催されるイベントやスタートアップ支援について
情報提供

○特産農産物PR
【連携市町】 備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町

● 「おかやま秋の収穫祭地産地消マルシェ2024」を開催し、

連携携市町のブースの出店を実施

○ＪＲの利用促進と駅機能強化
【連携市町】 津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、

赤磐市、真庭市、 和気町、早島町、久米南町、美咲町

●駅の結節機能強化等による利便性向上を図るため、

岡山駅前広場への路面電車乗り入れ整備を実施

○夜間中学設置の検討・準備・運営
【連携市町】 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町、早島町、 吉備中央町

●夜間中学の校舎改修工事、備品調達等及び教育課程等の検討

●授業体験会を１回実施し、11人が参加

●入学説明会を３回実施し、延べ18人が参加

○外国人コミュニケーション支援
【連携市町】 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、吉備中央町

●令和６年７月から、１６言語で対応可能なタブレット端末による多言語テレビ

通訳の運用を開始

○外部専門人材の活用
【連携市町】 津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、美咲町、

吉備中央町

●戦略的広報活動分野、DX分野、脱炭素分野の外部専門人材による勉強会の

実施

○圏域内周遊に向けた観光資源発信
●両圏域に存する７つの日本遺産を相互にPR

○ESD実践
●お互いのイベント・研修の情報提供、参加

○圏域データ等の活用
●お互いの研修の情報提供、参加

圏域間連携事業

○デジタル人材の育成
【連携市町】 全市町

●デジタル人材育成のため、RPAやシステム運用管理等に関する研修を23回実

施し、各市町の職員が参加

○市民協働事業の推進
●お互いの研修の情報提供、参加

○健康ポイント事業
【連携市町】 津山市、備前市、瀬戸内市、早島町、久米南町、美咲町

●令和７年２月に津山市がアプリを導入

○路線バス等生活交通の維持・確保
【連携市町】 玉野市、瀬戸内市、赤磐市、久米南町、吉備中央町

●岡山市地域公共交通利便増進実施計画に基づき、支線の

運行計画や乗り継ぎ環境の整備、小型車両等のトータルデ

ザインの検討


